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１．研究計画の概要 
 前近代の日本人にとって、和歌詠作とはい
ったいどのような意味を持つ行為であった
のか、どこには近代的な文学創作の範疇を越
えた、文化的な意味があったのではないか。
このような問題を解明すべく、本研究に取り
組んでいる。和歌文学史の研究は飛躍的に進
展したものの、従来の和歌文学研究では、歌
壇の動向や歌論・和歌の注釈などがその中核
をなしており、和歌詠作の具体的な実態につ
いては未だ十分に解明されているとは言い
難い。千年以上に及ぶ和歌の歴史の中で、当
然ながら近世期については、詠作に関わる文
献資料が大量に残されており、その実態を探
るのには最も適した研究対象である。しかし
ながら、それら資料群は、あまりに膨大で未
解明の部分が大きい。膨大に残る資料群を何
とか活用し、和歌詠作の実態や現場を具体的
に明らかにすることが、本研究の大きな目的
である。このことは、文学史のみならず、文
化史的に見て意義がある。 
２．研究の進捗状況 
（1）身分的・空間的境界領域の人々の和歌
詠作現場の実態を明らかにしつつある。例え
ば、身分的境界領域にいた非蔵人の和歌詠作
現場に関して考察し、非蔵人にとって和歌
（風雅の道）は、あくまでも『官暇』に嗜む
べき教養であり、公家たちのように、一種の
職務として要請されたものでもなければ、地
下人たちの多くのように、趣味や習い事でも
なかった。そのことはかえって、公家たちの
ように伝統和歌に縛られることなく、比較的
自由な立場で、一方、人としての生き方に関
わるような、純粋の教養として発展する可能
性を、彼らの和歌は秘めていた可能性を明ら

かにした。 
（2）蘆庵文庫に収められる全資料の書誌調
査を行い、その成果として『蘆庵文庫 目録
と資料』（青裳堂文庫 2009）を刊行した。 
（3）非蔵人たちが行っていた書籍講という
システムについて明らかにした。この書籍講
とは、非蔵人たちが毎月定額を積み立て、定
期的に開いた会合で、購入した書物をクジ引
きで所有者を決めるというものであった。彼
らは和歌に関する稽古歌会を開いていたが、
それに加え、当時高価なものであった書物を
共同購入することで、非蔵人としての文化的
地位の向上を目指していたことを明らかに
した。その購入した書物リストや規定などを
論文として発表した。 
（4）空間的境界領域にいた御師に関しても、
彼らの和歌詠作現場の実態を徐々に明らか
にしつつある。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）従来の研究とは異なる、和歌の独特
なありようが浮かび上がらせることができ
つつある。和歌が千年以上も脈々と営まれて
きたのは、公家や職業歌人のみならず、彼ら
のような人々の活動があったためである。そ
の営為を解明することは、文学史のみならず、
文化史的な意義も少なくない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究を進めていくなかで、上方のみならず
江戸における文壇の様子を明らかにする必
要性がでてきた。そのためとくに『非蔵人日
記』や、『加藤枝直日記』類の翻刻を通して、
おもに近世中期～後期における人的ネット
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ワークの実態についても可能なかぎり明ら
かにしたいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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